　特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年5月30日462号
木津川清掃ウォーク　6月1日　10時集合～12時解散　
集合：近鉄鉄橋下付近　ご参加ご協力お願いします。　案内ポスター設置　　
里山の会のもっとも中心的なフィールドは、炭焼と稲作りの田んぼと里山農園です。それに次いで重要なフィールドは木津川の堤防です。雨季に向かって諸団体が河川美化に取り組み始めます。わが里山の会では春の植物を食する会や植物観察、橋の構造物学習会、魚とりなどイベントの主会場としています。とくに今回の左岸京田辺市部分は希少植物の生育するところです。同時に市道と並走している部分も長くあり、これまでポイ捨てごみのメッカでもあります。ヤマアマドコロやキツネノカミソリ、ミヤコグサなどの群生地でもあり、木津川の散策コースになっています。とくに初夏に花盛りになるオオマツヨイグサの群生は目を見張るものがあります。こうした自然豊かな地を見苦しい状況にはできないと恒例の取り組みとして清掃ウォーキングを行ってきました。ここは各地からサイクリングを楽しむ皆さんのコースにもされていますので、夏草が茂る前にゴミなど拾ってしまいたいと思います。
田植え体験　参加者募集　今年はタケノコご飯を用意します。淡竹を用いたものです。京都新聞、朝日新聞、毎日新聞が案内記事掲載の問い合わせがありました。　
　
今年の春の気象は作物には異常な状況が続いています。苗代の生育はすくすくとは決して言えない状況です。春野菜は生育が遅れていると思えば最盛期は短期間でした。晴天と雨天の間隔もひろくタケノコも生育がおもわしくなくて大変です。田植え体験も6月に入ってからとなるのは今回が初めてです。市内のお茶農家は2週間も遅く茶摘みとなり、稲作は茶摘みの後になるのでこれも遅くなりそうです。とにかく今年も遅れましたが田植え体験を実施します。新聞各社に参加案内記事の掲載を依頼したところ各社が取り上げていただきました。豊穣を願っての祝詞、条縄張りや早苗の投げいれ、またお米のお話などを準備して皆様のお越しをお待ちしています。特にことはタケノコ飯を準備して、歓迎しようと準備を進めています。多くのご参加を待っています。
本日京都府地域力再生プロジェクト事業助成交付金申請書を提出します。　総額300万円の事業
昨年度（12年度）は会計体制の不備があって助成金申請は全く行いませんでした。特に里山農園の青果物の販売処理などに全力を尽くさなければなりませんでしたので、余力がなく通常事業の消化で精いっぱいでした。今年度は体制的には前年度同様ですが、少し余裕が感じられるので、約300万円の事業を計上することにしました。炭焼釜の屋根の設置は、雨天になれば原木の詰め込みや成果となっている炭の窯出しは不可能なので、雨天でも予定通り実行できる屋根の取り付けは痛切なものがありました。そこで雨除け屋根の設置を計画しました。イノシシの防護柵の設置は、拡大した里山農園の3号地～10号地までと14号地部分までの約450ｍの柵設置なくして、作物の成果は全く期待できないので、何しても実行しなければならないものです。次に木津川読本の作製は、これから木津川にかかわって事業推進を行う場合、スタッフの皆さんはもちろん参加者にも一度は目を通していただける資料であり、木津川の現状と課題を理解していただける資料が無いので不自由でした。そこで昨年度厚生労働大臣よりの環境活動功労者表彰状の授与に報いるために山城教育局管内の小学校4年生の皆さんの学習をサポートする冊子として活用できる副読本的な冊子の作成にとりくみましたのでそれの発刊を目指すなど、合計300万円の事業予算を立案しました。この冊子が完成すれば。あらゆる場面で会員諸氏が木津川について語っていただけるようになるものに仕上げたいと思っています。　申請内容は、➀炭焼き釜　雨よけ屋根の設置（60万円）、②木津川読本（205万円）、③イノシシ防護柵設置（33万円）です。
駐車場（南・東、）本部（西側　東側の縁）の草刈できる　　自走式草刈り機の座席取り付け改良が完成　　
本来は人間は草刈機の後ろのハンドルを握ってトコトコついて歩き廻らなければなりませんでした。広大な広さ（長さ200ｍ幅45ｍ）の中を９０ｃｍの巾で歩き廻らなければなりませんので、きつい作業となります。これまでは竹のそりに乗って作業を行ってきました。今年からけん引するのに重たすぎるので、一輪車用の車輪3個を使った台車方式に改良を進めました。さすがに抵抗が大きく減少し軽快に進んでくれます。エンジンの音も軽くなりました。傾斜面でのテストはできていませんが平面的な場所での草刈りは平易に短時間で行えるようになりました。たとえば　南駐車場全域を3時間30分で刈り取りが終了しました。消費ガソリンは7L弱でした。
5月20日締め切りの淀川発見講座には京都会場30人、大阪会場35人以上の申し込みとなっているようです。
この講座は河川レンジャーの養成講座へ進むための受講必須とされているものです。毎年受講者が増加して京都会場を希望されても大阪会場で受講を勧められるなど人気の講座です。次に6月22日、29日、7月13日の三日間の養成講座を受講して採集レンジャー希望者のプレゼンテーションを発表して審査があって河川レンジャーが誕生します。木津川出張では今年1名の採用が予定されています。
カヌーで下ろう　取組み順調に進む　「遊びカヌー発祥の地」石碑建立準備順調に進む　石材屋さんの庵さんとデザイン固まる

毛馬の閘門の通過の打合せ　国交省淀川事務所　了承の意向　日程の打合せ段階に来ています。中之島周辺の歓迎取組みについて　地元で活躍中の三輪河川レンジャーさんは、多くの方々とどのように歓迎するのか意見交換をしていただいています。参加申し込み案内と募集要項は印刷段階に入りました。
13年度会費納入状況　5月20日現在　120名の納入がありました。45％の納入率です。未納入の皆さんの振り込み待っています。
会計担当の新しい体制が整う。今年は新認定NPO資格の獲得を大目標に挑んでいきます。第1歩を踏み出しました。
里山農園30日　サツマイモ300本植え付けます。昨年は400本でした。この用地のイノシシ防御柵が完成しています。
　

中辻さんは毎週木曜日の午後には　里山農園で皆さんのお越しを待っていただいています。気軽にどんどんおいでください。

